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自然災害及び熱中症による死亡者数

※１ 令和４年度防災白書より
※２ 人口動態統計より（2022年は概数）

自然災害（※１） 熱中症（※２）

2017年 129人 635人

2018年 444人 1,581人

2019年 155人 1,224人

2020年 119人 1,528人

2021年 186人 755人

2022年 ー 1,387人
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IPCC：気候変動に関する政府間パネル
（Intergovernmental Panel on Climate Change）

科学的中立性を重視しながら気候変動に関する最新の科学的知見を評価し取
りまとめた「評価報告書」を、1990年から5～8年ごとに公表している。 

2021年7月現在、195の国等が参加。

極端現象の種類
現在

（+1℃）
+1.5℃ +2.0℃ +4.0℃

極端な高温
（10年に１回の現象） 2.8倍 4.1倍 5.6倍 9.4倍

極端な高温
（50年に１回の現象） 4.8倍 8.6倍 13.9倍 39.2倍

➢  極端な高温等が起こる頻度とそれらの強度が、地球温暖化の進行に
伴い増加すると予測。

※ IPCC（気候変動に関する政府間パネル）第６次評価報告書を基に作成

IPCC第６次評価報告書 （2021年８月９日公表）
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（参考）クーリングシェルターの国内外の事例

➢ 品川区「避暑シェルター」事業

期間：毎年7月1日から9月末日まで
場所：区内61の公共施設（地域センター(区役所支所)、児童センター、

シルバーセンター、保健センター等）

➢ 熊谷市「まちなかオアシス事業」
期間：6月1日から9月末日まで
場所：市内22の公共施設(庁舎、公民館、文化施設)

写真提供：品川区

写真提供：熊谷市

【国内事例】
クーリングシェルター等が自治体内に設置されている市区町村数
⇒ 125/592 (21%) （令和４年環境省調べ）

【海外事例】

➢米国オレゴン州における
クーリングセンター事例

出典：https://www.telegraph.co.uk/global-

health/climate-and-people/heat-domes-explained-
pacific-northwest-experiencing-record-breaking/

➢ カナダの事例（2021年熱波発生時のクーリング
センターの運営実績）

 ○バンクーバー市
  市内10か所（図書館、公民館）で運営
  運営主体：バンクーバー市危機管理部門

 ○カムループス市
 アイスホッケーリンク（写真）を12時～20時まで開設。

2021年は350人が利用。












